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介
護
の
現
場
が
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
充
分
確
認

し
て
お
り
、
高
齢
者
や
特
に
介
護

を
必
要
と
す
る
方
に
介
護
難
民
が

出
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

当
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
定
員

　

人
で
、
入
所
者　

人
。
待
機
者

３６

３６

５
人
で
あ
り
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
定
員
１
０
０
人
で
入
所

者
１
０
０
人
・
待
機
者　

人
で
す
。

８３

町
民
の
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
は
施
設

利
用
が
多
い
の
で
、
楢
崎
医
院
か

ら
寄
附
さ
れ
た
土
地
・
建
物
の
利

用
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
連
携
も
重
要
で
あ
り
、
従
来
か

ら
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
国
保

病
院
が
連
携
を
と
っ
て
調
整
を
し

て
き
ま
し
た
が
、　

年
度
か
ら
国

２１

保
病
院
に
地
域
連
携
室
を
設
置
し
、

専
門
職
員
に
よ
る
入
院
患
者
と
家

族
・
介
護
事
業
者
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
医
療
・
介
護
の
相

談
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
保
健
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
に
つ
い
て
も
体
制
を

強
化
し
充
実
に
努
め
ま
す
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年　

月　

日

２０

１１

１２

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
財
政
状
況
等
に
つ
い
て

　

国
の
第
一
次
補
正
予
算
に
組
み

込
ま
れ
た
地
域
活
性
化
・
緊
急
安

心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
、
追
加

経
済
対
策
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。　

※
菅
原
議
員
は
、
こ
の
ほ
か
に

「
入
札
行
政
の
改
善
に
つ
い
て
」を

質
問
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
質
問
者
本
人
、

広
報
発
行
特
別
委
員
会
委
員
が
要

約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
か
ら
、
質
問
は
３

項
目
ま
で
の
掲
載
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
項
目
は
、
質
問
者
本

人
が
決
定
し
て
ま
す
。

②
平
成　

年
度
渡
島
檜
山
滞
納
整

２０

理
機
構
収
納
状
況
に
つ
い
て

　

同
機
構
に
引
き
継
い
だ
滞
納
税

額
、
及
び
収
納
状
況
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
。

③
平
成　

年
度
徴
収
実
績
に
つ
い

２０

て
　
　

月
末
現
在
の
徴
収
状
況
に
つ

１０
い
て
説
明
を
受
け
、
徴
収
率
は

　

・　

％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

５４

４９

に
比
較
し
て
１
・　

％
の
減
と

８３

な
っ
て
い
る
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年　

月　

・　

日

２０

１１

１０

１１

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
介
護
事
業
（
介
護
福
祉
施
設
視

察
）
に
つ
い
て　

　

二
日
間
に
わ
た
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
事
業
所
な
ど
の
実
態
を
現
地

に
お
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年　

月　

日

２０

１１

２１

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

観
光
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
に
お
い
て
、
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
。

②
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

　
　

月　

日
現
在
の
発
生
状
況
に

１１

１４

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
状
況

は
、
９
ほ
場
で
新
た
な
発
生
が
確

認
さ
れ
、
合
計
で　

ほ
場
と
の
こ

１１

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
土
壌
検
診
料
に
対
し
て
、

補
助
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
っ
た
。

③
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金
等

に
つ
い
て

　

生
産
者
、
農
業
団
体
自
ら
が
交

付
金
の
活
用
方
策
を
策
定
し
、
将

来
の
転
作
を
含
め
た
水
田
農
業
の

発
展
の
た
め
、
取
り
組
み
団
体
に

交
付
さ
れ
る
、
同
交
付
金
（
交
付

額
は
、
約
４
億
６
千
万
円
）
及
び

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

④
町
道
除
雪
業
務
委
託
契
約
に
つ

い
て

　

町
道
３
２
８
路
線
（
延
長
約
３

０
０
㎞
）
及
び
各
公
共
施
設
の
除

雪
、
積
雪
量
に
応
じ
た
排
雪
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

⑤
大
成
区
上
下
水
道
に
つ
い
て

　

来
年
度
か
ら
事
業
が
始
ま
る
同

区
の
水
道
施
設
整
備
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
を
め
ど
に
、

２８

町
の
全
簡
易
水
道
事
業
を
上
水
道

事
業
と
し
て
施
設
の
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト

委

員

会

議会議長あての文書議会議長あての文書はは
議会事務局議 会 事 務 局 へへ
せたな町役場内３階
（議会事務局）

☎84―5111 内線1301



議会だより｜16

新
町
建
設
計
画
等
調
査

特
別
委
員
会

一
、
調
査
事
件

　

温
泉
宿
泊
施
設
等
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て

二
、
調
査
経
過

　

委
員
会
は
、
平
成　

年
２
月
か

２０

ら　

回
開
催
さ
れ
、　

月
２
日
に

１０

１２

本
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
な
お
、
調
査
に
当
た
り
各
施

設
の
指
定
管
理
者
に
参
考
人
と
し

て
出
席
願
い
、
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
席
い
た
だ
い
た
参
考
人
は
、

次
の
４
人
の
方
々
で
す
。

㈱
北
檜
山
観
光
振
興
公
社

　

代
表
取
締
役　
　

北
川　

泰
弘

　

ホ
テ
ル
支
配
人　

大
清
水　

明

財
貝
取
澗
温
泉
公
社

　

理
事
長　
　
　
　

光
銭　

昌
弘

　

山
荘
支
配
人　
　

佐
藤　

政
幸

三
、
調
査
結
果
（
中
間
報
告
）

①
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま

　

平
成　

年
以
降
は
、
四
期
連
続

１６

の
赤
字
決
算
と
な
り
、
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
成
果
は

上
が
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

町
と
公
社
は
新
た
な
集
客
対
策
や
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
経
営
努
力
と
料

金
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
経
営
の

改
善
を
図
り
、
同
ホ
テ
ル
を
観
光

拠
点
の
中
核
と
し
た
整
備
と
と
も

に
、
指
定
管
理
料
も
視
野
に
入
れ

存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
努
力

が
必
要
と
判
断
す
る
。

②
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘

　

本
指
定
管
理
期
間
の
終
了
す
る

平
成　

年
度
ま
で
に
経
営
の
状
況

２２

や
、
施
設
修
繕
等
に
関
す
る
検
討

を
行
い
、
今
後
の
方
向
を
定
め
る

こ
と
と
し
、
町
は
指
定
管
理
料
に

よ
り
支
援
す
べ
き
と
判
断
す
る
。

そ
の
間
、
赤
字
経
営
と
あ
わ
せ
て

築　

年
余
の
本
施
設
は
、
老
朽
化

３０
が
著
し
い
た
め
膨
大
な
修
繕
経
費

が
発
生
し
た
場
合
、
再
度
検
討
協

議
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
経
営
は
抜
本
的
な
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
施
設
面
に
お
い

て
も
保
養
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
な

か
で
、
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

※
中
間
報
告
は
、
要
約
し
て
い
ま

す
。

◆
第
４
回
◆

　

月　

日　

開
会

１２

１７

　

次
の
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎
温
泉
宿
泊
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
宿

泊
料
金
体
系
を
変
更
す
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
施
設
使
用
料
の
上
限
額

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

編　

集　

後　

記

　

２
月
の
暦
を
め
く
る
と
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
青
年
の
体
験
か
ら

一
度
、
受
験
に
敗
れ
、
や
け
に

な
っ
て
生
活
が
あ
れ
た
。
周
囲
は

失
望
し
た
。

だ
が
、
母
は
世
界
中
が
見
放
し
て

も
私
だ
け
は
信
じ
て
や
り
た
い
…

と
祈
り
な
が
ら
肩
を
ふ
る
わ
せ
て

い
た
…
母
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
彼

は
立
ち
上
が
っ
た
。

　

受
験
生
を
抱
え
る
家
庭
、
就
職
し
て
わ

が
家
を
巣
立
つ
子
ど
も
…
。
親
と
し
て
、

心
配
や
気
苦
労
が
最
も
重
な
る
季
節
を
迎

え
る
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
が
子
を
強

く
信
じ
、
抱
き
締
め
る
よ
う
に
励
ま
し
、

成
長
を
祈
っ
て
い
き
た
い
。『
子
供
を
信

ず
る
親
は
、
親
を
信
ず
る
子
供
を
育
て
て

行
く
』
と
い
っ
た
人
が
い
る
。
親
を
信
ず

る
子
ど
も
こ
そ
が
、
人
を
信
じ
、
人
に
尽

く
す
立
派
な
大
樹
に
成
長
す
る
と
私
は
信

じ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
 
（
澤
田
）

　

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委 
員 
長　

熊
野　

主
税

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

澤
田　

光
子

　
　
　
　
　

委　
　

員　

本
多　
　

浩

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

大
野　

一
男

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

内
田　

尊
之

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

大
口　

義
孝

議　会　の　動　き

◆　１０　月　◆
　２日　第12回新町建設計画等調査特別委員会
　３日　地域振興意見交換会（江差町）
　６日　サケの上る森づくり記念植樹祭（北檜山区）
　７日　第13回新町建設計画等調査特別委員会
　９日　高齢者と子供の集い（瀬棚区）
１０日　第９回議会運営委員会
２０日　議会全員協議会、厚生文教常任委員会
　　　　産業建設常任委員会、第10回議会運営委員会
２２日　第14回新町建設計画等調査特別委員会
２９日　第３回議会臨時会
　　　　第15回新町建設計画等調査特別委員会

◆　１１　月　◆
　７日　第５回広報発行特別委員会
１０日　第５回厚生文教常任委員会11日まで
１２日　第５回総務財政常任委員会
１３日　北渡島檜山生活交通確保対策協議会（北檜山区）
１４日　第16回新町建設計画等調査特別委員会
１９日　第52回町村議会議長全国大会（東京都）20日まで
２１日　第４回産業建設常任委員会

◆　１２　月　◆
　２日　第17回新町建設計画等調査特別委員会
　８日　第11回議会運営委員会
１１日　第４回議会定例会12日まで
１７日　第18回新町建設計画等調査特別委員会
　　　　第４回議会臨時会
　　　　第２回議会活性化調査特別委員会
１８日　渡島半島横断道路建設促進要望（函館市）
２２日　北部桧山衛生センター組合議会定例会
２５日　第３回檜山広域行政組合議会定例会（江差町）

議
会
だ
よ
り
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